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私
は
、
年
に
数
回
小
中
学
校
で
い

じ
め
防
止
の
た
め
の
授
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
具
体
的
な

い
じ
め
の
例
を
あ
げ
て
も
ら
う
と
、

集
団
で
の
暴
言
暴
力
、
無
視
と
い
っ

た
答
え
が
返
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、

「
一
対
一
だ
と
い
じ
め
に
な
る
？
」

「
そ
れ
が
小
六
と
小
四
だ
と
ど
う
な

る
？
」「
好
き
な
子
に
つ
い
嫌
が
ら

せ
し
ち
ゃ
う
の
は
ど
う
？
」「
あ
だ

な
で
呼
ん
で
い
た
け
れ
ど
実
は
呼
ば

れ
て
い
る
子
が
嫌
だ
と
思
っ
て
い
た

ら
ど
う
？
」
な
ど
と
問
い
か
け
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
迷
い
な
が
ら
も
答
え

を
出
そ
う
と
し
ま
す
。「
自
分
が
い

じ
め
た
と
思
っ
て
い
な
く
て
も
、
相

手
か
ら
す
れ
ば
い
じ
め
ら
れ
た
と
思

う
こ
と
が
あ
る
。」
そ
れ
だ
け
で
子

ど
も
た
ち
は
驚
い
た
よ
う
な
反
応
を

示
し
ま
す
。

　

さ
て
、
大
人
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
行
為
、
と
き
に
は
犯
罪
行

為
に
お
い
て
、「
そ
ん
な
つ
も
り
は
な

か
っ
た
」
と
い
う
抗
弁
が
な
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
は
、
相
手
が
そ
の
よ
う

に
と
ら
え
て
い
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
と
い
う
意
味
も
あ
れ
ば
、
そ
の
認

識
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
思
い
が
け
ず

大
ご
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

意
味
も
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
パ
ワ
ハ
ラ
は
一
昔
前
な

ら
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
だ

（
だ
か
ら
そ
ん
な
つ
も
り
は
な
か
っ
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た
）
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
確
か
に

個
々
の
権
利
意
識
は
よ
り
高
く
、
権

利
主
張
は
よ
り
強
く
な
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
時
代
が
変
わ

っ
た
か
ら
問
題
と
な
る
よ
う
に
変
わ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
単
に
顕
在
化

し
て
い
な
か
っ
た
だ
け
で
、
も
と
か

ら
問
題
行
為
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

  

場
面
や
立
場
、
人
も
変
わ
れ
ば
、

相
手
の
受
け
方
は
当
然
に
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
自
分
が
思
っ
て
い
る
よ
う

に
相
手
も
受
け
取
っ
て
く
れ
る
は
ず
、

理
解
し
て
く
れ
る
は
ず
な
ど
と
、
自

分
に
都
合
の
い
い
よ
う
に
解
釈
し
て

い
ま
せ
ん
か
。
で
は
、
な
ぜ
行
き
違

い
が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

自
分
の
言
動
に
責
任
を
も
つ
こ
と

は
で
き
ま
す
か
。
自
分
の
言
動
を
他

人
が
ど
う
思
う
か
、
と
い
う
視
点
を

も
つ
こ
と
だ
け
で
も
違
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

  

「
そ
ん
な
つ
も
り
は
な
か
っ
た
」
は

単
な
る
言
い
訳
で
す
。
法
的
責
任
を

回
避
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

各　 種　 受　 賞　 紹　 介　　（ 敬称略 ）

□文部科学大臣表彰
　○地方教育行政功労者表彰
　　　前会津美里町教育委員会教育長� 佐治　和則
　○学校保健及び学校安全表彰
　　　喜多方市立第一小学校� 学校薬剤師　星　　陽子
　○学校給食表彰（共同調理場）�
　　　喜多方市熱塩加納学校給食共同調理場
　○キャリア教育優良校表彰
　　　福島県立西会津高等学校
　　　昭和村立昭和中学校
　○「地域学校協働活動」推進に係る表彰
　　　西会津町地域学校協働本部（西会津町）
　○社会教育功労者表彰
　　　会津坂下町� 佐藤　房枝
　○優秀教職員
　　　磐梯町立磐梯中学校� 養護教諭　佐藤　明美
□県教育委員会表彰
　○地方教育行政功労者　
　　　前喜多方市教育委員会教育長� 芳賀　忠夫
　○学校教育功労者
　　　福島県立会津高等学校長� 山内　正之
　○社会教育関係功労者
　　　喜多方市社会教育指導員� 髙橋　明子
　○社会教育功労団体
　　　磐梯町立磐梯第一小学校父母と教師の会
　　　レディースニューライフ（会津美里町）
　○社会教育功労施設
　　　会津若松市生涯学習総合センター
　　　猪苗代町図書歴史情報館
　○学校保健功労者
　　　喜多方市立塩川小学校� 栄養教諭　長嶺恵美子

　○へき地教育関係功績者
　　　猪苗代町立翁島小学校� 校長　星　　善樹
　　　会津若松市立大戸中学校� 校長　馬場　　勇
　○優秀教職員
　　　喜多方市立塩川小学校� 教諭　五ノ井達也
　　　喜多方市立塩川中学校� 教諭　橋谷田　亨
　　　会津美里町立高田中学校� 教諭　横山　永哉
　○特別功績者「児童生徒（団体）の部」
　　　猪苗代町立猪苗代中学校　男子バドミントン部
　　（富岡町立富岡第一中学校　男子バドミントン部）
　　　猪苗代町立猪苗代中学校　女子バドミントン部
　　（富岡町立富岡第一中学校　女子バドミントン部）
　○福島県教職員研究論文奨励賞
　　　喜多方市立塩川小学校
□県学校関係緑化コンクール
　《学校林等活動の部》
　○知事賞・福島民報新聞社社長賞
　　　会津若松市立湊小学校
　○教育長賞
　　　会津若松市立川南小学校
　《学校環境緑化の部》
　○知事賞・福島民友新聞社社長賞
　　　会津若松市立大戸小学校
　○教育長賞
　　　磐梯町立磐梯第一小学校
　○公益社団法人福島県森林・林業・緑化協会会長賞
　　　会津若松市立湊小学校
　○福島県森林組合連合会会長賞
　　　会津若松市立川南小学校
　○奨励賞
　　　三島町立三島小学校

□県学校歯科保健優良校表彰
　○最優秀賞
　　　喜多方市立第一小学校
　○優秀賞
　　　磐梯町立磐梯第二小学校
　　　喜多方市立松山小学校
　　　喜多方市立上三宮小学校
　　　喜多方市立熊倉小学校
　　　湯川村立笈川小学校
　　　湯川村立勝常小学校
　○努力賞
　　　会津若松市立河東学園小学校
　　　喜多方市立豊川小学校
　　　磐梯町立磐梯中学校
　　　福島県立坂下高等学校
　○奨励賞
　　　柳津町立柳津小学校
　　　会津美里町立高田中学校
□県学校給食会優良団体・功績者表彰
　○優良団体
　　　会津若松市立城北小学校
　○功労者
　　　会津若松市立一箕小学校�栄養教諭　二瓶美智子
□ふくしまっ子ごはんコンテスト（学校賞）
　　　会津若松市立一箕小学校　　　�
　　　喜多方市立塩川小学校
　　　会津若松市立一箕中学校
　　　猪苗代町立吾妻中学校
　　　会津美里町立新鶴中学校
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総務社会教育課だより　〜社会教育関係事業の紹介〜

１　ふくしまの未来をひらく読書の力プロジェクト

　　情報発信プロジェクト「高校生によるビブリオバトル福島県大会会津地区予選会」

⑴　目　的　 高校生が様々な分野の本に触れる機会を通して，読書の楽しさを知り自ら進んで読書に親しむきっかけ
をつくるとともに，望ましい読書習慣の形成に寄与
することを目指す。

⑵　日　時　平成３０年９月２９日（土）　13:00～15:30
⑶　会　場　会津大学
⑷　ルール　
　①　発表者がおもしろいと思った本を持って集まる。
　②　順番に１人５分間で本を紹介する。
　③　それぞれの発表後に参加者全員でその発表に関する質問を２分間で行う。
　④　すべての発表が終了した後に「どの本が一番読みたくなったか」を基準とした投票を

行い，最多票を集めたものを「チャンプ本」とする。
※チャンプ本　：坂下高校２年 五十嵐珠鈴さんが紹介した「君を愛したひとりの僕へ」
※準チャンプ本：喜多方桐桜高校３年 小檜山帆波さんが紹介した「四畳半神話体系」

２　地域でつながる家庭教育応援事業 家庭教育応援プロジェクト　「会津地区フォローアップ研修会」

⑴　目　的　 家庭教育に関わる地域の課題や子どもたちを受け止める家庭環境づくりについて研
鑽を深め，地域で子育てをする家庭教育支援者の実践力を高める。

⑵　日　時　平成３０年１２月５日（水）　10:00～15:30
⑶　内　容
　①　講話Ⅰ　「ＳＮＳ等に起因する犯罪から子ども達を守るために」
　　　　　　　　講師：福島県会津若松警察署生活安全課　
　　　　　　　　　　　専門少年警察補導員　　大竹　民江　様
　②　講話Ⅱ　「家庭教育支援チーム”もも”はじめのいっぽ」
　　　　　　　　講師：喜多方市家庭教育支援チーム“もも”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　　幸田久美子　様
　③　講　演　「子の心を育む親子の絆～心豊かに生きる４つの条件」
　　　　　　　　講師：親業訓練シニアインストラクター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大屋　弘子　様

「学びのスタンダード推進事業」の取組について
　今年度で２年目を迎えた「学びのスタンダード推進事
業」は，より質の高い授業や効果的な家庭学習の実践と
教員の指導力の向上を目的に，会津若松市立第一中学校
区，喜多方市立第二中学校区の２地区で推進されていま
す。両地区ともに，パイロット校を中心に，授業の充実・
改善や，家庭学習の充実などを目指して研究・実践を進
めてきました。　　
　今年度は，新たに「家庭学習スタンダード」の活用促
進が加味され，推進地区ごとに小・中学校が連携を図り
ながら研究・実践してきました。
　今年度の公開授業研究会は，次のような日程，教科等
で実施しました。

①　会津若松市立第一中学校	 １１／　８（木）　数学・英語
②　会津若松市立城北小学校	 １１／　２（金）　算数　　　
③　喜多方市立第二中学校	 １１／２７（火）　数学・英語
④　喜多方市立第一小学校	 １１／　９（金）　外国語活動

　研究会当日は，「授業スタンダード」を活用した授業
が公開され，全体会では中学校でのタテ持ち（一人の教

員が複数学年を担当する）や，小学校での教科担任制な
どについての実践報告がなされました。また，「家庭学
習スタンダード」を基に自校の「学習の手引き」を作成
した実践や，中学校の定期テストに合わせて，中学校区
で家庭学習強化週間を設定した実践などが発表されまし
た。
　次年度は最終年度になります。一層充実が図れるよう
に事業を推進したいと思います。
　結びに，御多用のなか研究を推進していただいた校長
先生をはじめ諸先生方，御協力いただいた皆様に御礼申
し上げます。

喜多方一小公開での授業風景 城北小公開での授業風景
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県立高校の教員として３７年間
勤めた。退職後７年目の昨年４月
より，会津美里町の教育長として
勤めている。

市町村の教育長は主に保育所・幼稚園と小･中学校，
及び社会教育に係る職務内容のため，県立高校では経験
したことがない場面もあり，学ぶことが多い毎日である。

まずは，現場を知ることが大切と考え，保育所・幼稚
園と小・中学校の訪問を通して，また，公民館行事等に
参加させていただく中で，少しでも理解を深めようと努
めてきた。お陰でこの10ヶ月，幼児と児童，生徒の活動
に接し，指導される先生方と話し合い，地域住民の方々
と触れ合う中で沢山のことを教えていただくことができ
た。

特に，保育所・幼稚園と小･中学校では，生活面や学
習面のどれをとっても丁寧で細かい指導がなされており，
まさに，「三つ子の魂百までも」の通りと実感する。幼
い時期の教育について，家庭・地域・学校の連携の大切
さを今更ながらに痛感しているところである。基礎とな

る細やかな指導が確固たる基盤となっているからこそ，
高校教育で学力向上やキャリア教育の充実を目指すこと
ができる。

さて，会津美里町は国宝１件，国指定１０件，県指定
１８件，町指定８７件の合計１１６件の文化財の宝庫で
あり，「歴史と文化の町」と謳って，各種文化活動が盛
んに行われている。その中で，「会津三十三巡り」は番
外を含めて１１ヶ所が会津美里町にある。また，全国三
田植祭りにも数えられる「御田植祭」やあやめ苑で有名
な伊佐須美神社がある。

今，会津美里町も少子高齢化による人口減少により，
１０校あった小学校が今現在４校となっている。少子高
齢化・人口減少にともなう課題は多く，会津美里町の全
体の課題を整理し，具体的方策を模索しているところで
ある。

幼児・児童・生徒と地域の方々がここ会津美里町で
「学ぶこと」の喜びを得て，「笑顔溢れるこの町が好き」
と言える教育を目指して力を尽くして行きたいと思うこ
の頃である。

「 こ の 一 年 」
会津美里町教育委員会教育長　新田　銀一

我がまちからの情報発信
西会津町教育委員会

「西会津かるた」で故郷愛を育む
みなさん，子供達には，自分が住んでいる町の歴史や

文化を，どのようにして教えていますか。学校では，自
分たちの町を知るため，社会科や生活科の授業などで，
商店や工場，消防署，公民館など私たちの生活を支える
施設を巡ることや，有名な文化財を見学するなどをして
いますよね。

しかし，それだけでは，広い町の事をつぶさに知るこ
とはできませんよね。町の中には，意外と知られていま
せんが，歴史的な碑や隠れた文化財，名勝などがあるも
のです。また，これらのことを家庭や地域のみなさんの
力をお借りして学習するのも限界があるでしょう。

そこで，西会津町では，町の歴史や文化，自然などを
子供達に伝えるひとつの方法として，「西会津かるた」と
いうカルタを楽しむ事で，伝えようと試みています。
このカルタは，「あ」から「ん」までの五十音順に，歴

史，文化，自然の様子や内容が書かれた札を読み札にし，
その絵札を取るというものです。絵札の後ろには，解説
が詳しくわかりやすく書かれていて，興味を持った人は，
さらに詳しく学習することもできるというものです。

このカルタを使用した「かるた大会」は，この２月に
開催を予定しています。子供達は，札を取るため，カル

タの内容を一生懸命に覚えます。カルタをする事で，楽
しみながら町の歴史や文化，自然を知ることができ，そ
れが子供達の故郷愛に繫がってくれればと，大いに期待
をしています。

皆さんの町でも，意外と知られていない故郷の歴史な
どがあると思います。ちょっとした工夫で，子供達にそ
れらを楽しく伝える事ができる取り組みの一例として，

「西会津かるた」を紹介しました。
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作品と指導

会津若松市立城北小学校　　
4年　大川原　莉姫　

工作
『
す
て
き
な
小
物
入
れ
』 金山町立金山小学校　　　　

６年　伊藤　花奈　
奥行きが感じられるような場

所を選ばせ，遠近感を表現でき

るように，線の方向や色の濃淡

に気をつけて描くよう助言しま

した。また，影になっていると

ころも工夫して描かせることで，

高学年らしい作品に仕上がりま

した。
� 指導者　棚木　孝

「ギコギコクリエーター」と

いう題材で，初めてのこぎりを

使いました。はじめはこわがっ

ていたようですが，やっていく

うちにきれいに切れるようにな

りました。くぎを打って物が入

るスペースも作りました。何を

入れるか，考えているようです。
� 指導者　江花　敬子

絵画
『
朝
の
町
』

行書に調和する仮名を意識し
て，丁寧な筆づかいで書いてい
ます。また，完成した作品をイ
メージしながら文字の大きさや
配置を考えて書くことで，全体
のバランスに優れた作品に仕上
がっています。
� 指導者　山田　雄一

習字
『
流
れ
る
雲
』

柳
津
町
立
会
津
柳
津
学
園
中
学
校

３
年　

目
黒
　
玲
奈

　

あ
る
学
習
会
で
「
管
理
職
に
必

要
な
こ
と
は
な
ん
だ
と
思
い
ま
す

か
。」
と
問
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
私
は
そ
の
時
「
人
間
性
で

す
。」
と
答
え
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　

確
か
に
風
通
し
の
良
い
職
場
づ

く
り
に
は
人
間
性
の
大
切
さ
を
感

じ
ま
す
が
、
い
ざ
教
頭
職
に
つ
い

て
思
う
こ
と
は
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
、
職
務
に
対
す
る
高
い
ス
キ
ル

と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
が
求
め
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

本
校
は
指
導
力
の
あ
る
ベ
テ
ラ

ン
の
先
生
方
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
先
生

方
、
そ
し
て
素
直
な
子
ど
も
達
に

助
け
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
教
頭

初
任
研
の
今
年
を
積
極
的
に
学
ぶ

年
と
と
ら
え
、
子
ど
も
達
の
た
め

に
、
先
生
方
の
た
め
に
日
々
研
鑚

に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
雪
の
残
る
四
月
、
今
ま
で

と
は
違
っ
た
ド
キ
ド
キ
と
ワ
ク
ワ

ク
を
胸
に
、
耶
麻
農
業
高
校
へ
着

任
し
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
、
校
内
で
の
活
動
に

と
ど
ま
ら
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
地
域
の
行
事
等
に
参
加
す
る

な
ど
、
地
域
と
の
交
流
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
活
躍
し
て
い
る

生
徒
の
姿
を
見
て
い
る
と
、
教
員

と
し
て
の
や
り
が
い
を
強
く
感
じ

る
と
と
も
に
、
生
徒
た
ち
を
一
人

の
社
会
人
と
し
て
送
り
出
す
と
い

う
、
教
員
と
し
て
の
責
任
の
重
さ

も
痛
感
し
ま
す
。

　

着
任
し
て
も
う
す
ぐ
一
年
が
経

ち
ま
す
。
こ
の
一
年
を
通
し
て
、

ま
だ
ま
だ
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
な
が
ら
、
日
々
、
自
己
研
鑽
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

栄
養
教
諭
と
し
て
食
育
を
推
進

す
る
に
あ
た
り
、
多
く
の
人
に
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実

感
し
て
い
ま
す
。
食
に
関
す
る
指

導
を
共
に
進
め
て
く
だ
さ
る
先
生

方
、
食
育
の
取
組
に
協
力
し
て
く

だ
さ
る
保
護
者
の
方
、
学
校
給
食

に
地
場
産
物
が
使
え
る
よ
う
に
と

力
を
貸
し
て
く
だ
さ
る
地
域
の
方
、

そ
し
て
何
よ
り
も
明
る
く
元
気
で
、

目
標
に
向
か
っ
て
精
一
杯
努
力
す

る
子
ど
も
た
ち
。
そ
ん
な
子
ど
も

た
ち
が
正
し
く
食
を
選
択
す
る
力

を
身
に
付
け
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

心
身
と
も
に
健
康
で
い
ら
れ
る
よ

う
に
、
学
校
給
食
を
も
と
に
食
育

を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
栄
養
教
諭
と
し
て
学
び
、

成
長
す
る
た
め
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

支
え
て
く
だ
さ
る
方
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
大
切
に
し
、
学
校
給

食
の
充
実
に
尽
く
し
て
い
き
た
い

で
す
。

三島町立
三島小学校
教　頭

松澤　勝浩

福島県立耶麻
農業高等学校
教　諭

木幡　由香

磐梯町立磐梯
第一小学校
栄養教諭

鈴木　絵利子

教
頭
初
任
研
の
こ
の
年
を

ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
て

感
謝
の
心
を
大
切
に

私
の
抱
負


